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幣政策J CBaster， The 1tゅerialB出lks，1929， pめという f(だらない遺産」が
幣制混乱の主要な原因土じて映っていたために，不換化している紙幣ので者る
かぎりでの回収，という方針も当然のことであっただろう。
しかし，セイロ Yでほ rixdollarsの呼称で呼ばれている‘kasnooten "や
‘credit brieven' とし、うオランダ紙幣を回収するために， 1800年と1801竿に




View 01 the Agricultural， Commercial， and Financial Interests 01 Ceylon， 
1817，の著者)， rix dollor銀貨が鋳造されたが， ほとんど効果を挙げえず，
‘anchor money' を新たに鋳造したり Madrasrupeeの法貨性を宣言した
りし亡，必死で過剰発行の回収を図ったが，なお1820年には250万 Rd5.相当
分存在しており，やっとそれをピ クに減少しはじめたといっても， 1825年で
もなお150万 Rds の政府紙幣が未回収のままであった (Chalmers， A H叫 ory




求があっても， 金庫の中にはほとんど正貨の蓄積はなかった， というくじhalmers，A HistG巾
(d Curr叩 cy問 theBritish Colonies， 1国3.p. 356.参照)ヨ
植民地幣制の起点について(下〉 ( 3) 3 
出されると， Regulation No. 8 01 1825の決定に基き， 1 rix dollar = 1 s. 
喧 d.(これまでの名目価値は 1s. 9 d.であったが，通用価値は 1s. 4 d. 
を下廻るようになっていた〉 に評価し直して，時の総督 EdwardBarnesに
対し紙幣の100%の回収を Treasuryは指示している (Chalmers，山'd.， p. 355)。
しかし，この指令は，総額はもとより，日常取引き用の小額通貨の払拭を招〈
ために〈旧 rixdollar紙幣には小額紙幣が存在Lていたのに，新たな Trea-
sury notes にはこれがなかった)，この Barnes，Wilmot Horton， Stuart 










tch No. 77 dated 26 July 1825 from the Governor of Ceylon to the Secretary of 
State f.田Coloniescon凶 nedin volume 89 of the Catalogues of the Public Record 
O伍ce，CO 54 series:以下 CO54/89， G 77 01 26/7/1825と表記 Gunasekera，FrOlη 
Deρendent Currency to Ce叫ralBan島町rgin Ceylon， 1962， p. 15より)一方で， 10 
s.と 5s.の小額紙幣の発行も要求したが黙殺された (Gunasekera，ibid.， p.15) 





， ( 4 ) 第121巻第1.2号
位の貨幣で一般には営まれている。結局， 50ポントー から 1ポy ドまでの額から
しか成り立っていない紙幣は本島では不便でもあり，不適当なものである」




ンド分，比較的小さな 5rix dollarと 2rix dollar紙幣 (1r皿 dollar









ury notesの回収に成功したのであるが (1827年の Regulat ion 8で旧い rix
dollar papersが廃棄され， この年それに代って免換可能な Treasurynotes 
が9万 l分=120万 rixdol1ars-l s. 6 d.で換算ーが新たに発行されてい
た。この Treasurynotesは1830年に110，8581流通していたが， 1832年には
87，4271 の流通額へと縮小されていたのである (Chalmers，io珂， p. 355)，シリ
ング貨は流通に入るどころか本国に送還されるばかりであった。貨幣不足に対





植民地幣世~O)起点について〔下〉 ( 5) 5 
常の統治活動を撹乱せずに紙幣回収を図れるほど政府財政が良好な状態にはな
いときにはJ(CO 54/133 and CO 55/75; Gunasekera， op.白t.，p. 17より〉紙幣の
回収を延期してもよい，ただし，紙幣の流通額り増加は許されj'，先換に備え
て正貨準備を怠ってはならない (CO55/75・ Despatchof Secretar-y State to the 
Ceyl叩 GovernorNo. 22 of 21/3(1835 以下 S22 01 21/3/1開5と表示 Gunasekera，
ibid.， p.17より〕 という歯切れの悪い表現で Treasury notes 回収の延期を
Horton に伝えている。しかし，このような軟化にきいしても小額紙幣の発行
については依然として強硬で，次期総督 Mackenzieの 11"'γ ド紙幣とノレピ
ー貨との閣の中間的鋳貨」がないため，遠隔地のプランテーション地域では1
ポ Y ド紙幣は4~6ヘンスの手数料を払って鋳貨と交換されるという不便をかこ
っている (CO54/173: G 29 01 11/11/1839; Gunaseke日，訪id.，p. 18より)とい
う1839年の懇請， 同じ<1841年の CampbelIの要請 (CO54/1叩 G19 01 15/ 
12/1841; Gunasekera，品以， p. 18より〉に対しても，冷たく拒絶したことに変り
はなかった。










2) たとえばーじ 産業は1827年には)70万 lの輸出であったが. 1剖7年には1950方 lに急
増して行<(Gunasekera. 1斗umDep四 dentじ辺打切C少toCentral Banking in Ceylon. 
1825-1957， 196~， p. 20)。ところが.1833年時点で，本国政府がシリング貨の積送を中止し
ていたために，とくにタミー ル人への賃金支払いには不便をきたしていたのである。
6 (6) 第 121巻第1・2号
れる銅貨はかなりの額に達するのであるJ (CO 54/2<0， G 153 01 11/11/1847， 
Guanasekera， ibid.， p. 18より〕。
プランターや植民地の政府にとって，通貨の総量の増大も必要であったが，
まさに hand.to-handの通貨，それも携帯に便利な通貨が当時は渇望されてい
たのである。 Torringtonは乙のために 10s. note の発行の認可を要求し
ていたのだが，彼のこの要請は当時の植民大臣 Grey の共感を得て，かなり
本国の Treasury を動指させたらしし、心。しかし， 3カ月後に出た Treasury
側の公式見解は，農園町インド人労働者たもは，農閑期には本固に帰るので，
ノレピ 世持ち帰らねばならない， Iこのような人々にコロンポで免換可能な小
額政府紙幣を与えることは極めて危険であるJ(CO 54/240; Guna配 ke:四，品id.，p. 
3) 後述するが，すでに1841年6月l日に theBank of Ceylonが， 1840年目 Regulationsに基
いて RoyalCharterを付与されて営業を開始していた。これが，セイロンにおける畳朝の植民
地課行である。資本金は25万¥.，払込人白ほとんどはやイロンと関慌の深い在ロンドン商社であ
った とくにコ ヒー プランテーション白拡大を目的としていた OliverFarrer， T. A 
Hallkビy，J. A. IIankey等の署名のある請願状には「こり島の貿易甲増大と貴重な自熟産物の
耕作の進展にもかかわらず， 公的にも私的にも全く銀行が存在してい右い。 われわれ発泡人は
the Bank of Ceylon を設立しむ担保融資， 信用白供与，預金巣務，発券巣萌，そり他。貨
幣取引きに関する業務を遂行した<， Royal Charterの付与を認可されんことを強〈請願しま





て高金利目当てに殺到したとし、う事情もある (J oplin， Digest of tbe Evidence on the Bank 




国の植民省に訴えたが， ちょうど植民大臣 Grey 0)提案があったりした事情もからんで植民省
側の指示は，~に紙幣に対してわれわれは反対しているのではない，という前置きのあと， r現在
流通Lている政府紙幣の今以上の回取は見合わせるようにーそして政府紙幣への信用会落とさ阻
ように，従来通り使用させるよう配慮することJ(CO 54/236: 566 of 6/8/1847; Gunasekera. 
op. cit.， p.30より)，という Treasuryも含めたζれまでの政府軒牌固血政策と正反対のもの
であった。し泊もこの方針に同意した Treasuryの副議長 CharlesTrevelyanが Grey に対
し， 1848年5月9日付で「われわれはよく制禦された政府紙幣のもつ利点についてはあなたと同
じように認識しておりJ， セイロンの既存の銀行券の発行については制限すべきであると考える，
と発言するにおよんで 3カ月も円前で激請が闘わされたという (CO 54/240: Trevelyan to 
Grey: 9/3/1848; Gunasekera. ibid.， p.32より).




























8 (8) 第 121巻第1.2号
にこの考え方を率直に表明したのが Torringtonだったのである。
セイロ y総督として Torringtonが着任する前年の1846年に，すでに1845年















の回収に乗り出したい， とまで言い切っていたのである (CO 54/236， G 20 of 
8/6/1847; Gunusekera， ibid.， p.30より)。
5) インドにおける最初の本格的な Anglo-Indian植民地銀行である@ もともと theBank of 
Western Inoiaとして1842年にボンベイに設立され，当時，存在していた theBank of Bom 
bayが東トンド会社側の Charterにより為替業務り取扱いや許きれ亡し、なか4 た開聞を埋める
べく設立されたもの。 1845年に出eOriental Bankと名称を変えて， コロンボ，カノレカッタ，
香港，シンガポ ルへと支出を拡張して行コた.それとともに本盾をロンドンに害すo 1849年に
はtheBank of Ceylonを合併し， 18δl年には RoyalCharterを得て theOriental Bank 
Corporationと世称し，セイロンと中国で発券D権利金得，さらに中国からケーゾまでの首業範
囲を確立し，送金 為替業務を行なうようになった RoyalCharterを取得したと吉田資本金
は60万1.(ただし.Andτ'ee， .‘The Progress of Banking in Ceylon "， dated April 1864 in 
Fergus叩.，α叫οn訪問cto叩 1876-78，では250万1.となっている)， 通常白 12惜有限責任」
の特権をもっていた。まだ theOriental Bankであった1848年5月1日時点では資本金のうち
10万lをセイロンに使用するために割いていたという (CO54/248， ibid.l. 
植民地幣制の起点について(下〉 ( 9) 9 
すでにこのときには (1847年9月30日)， the Bank of Ceylonの銀行券は
14，340 1.， the Oriental Bankの銀行券は 16，8001に達しており， Treasury 
notesは逆に1840年の85，0001.から44，0001.に激減していた (CO 54(240; 




しか輸入され亡いなかったのに， the Bank of Ceylon というセイロンにと
って初めての植民地銀行の設立された年 (1841年〉には110，7961.，さらに， the 
Oriental Bank のコロンポ支屈が開設きれた年 (1843年〉には314，3871 に
増大L，Torringtonの着任Lた年 (1847)には454，9741 にも達していたの
である c しかも， 1841年以来，ほとんどの正貨がこの 2行を通じて輸入された




































できるかぎりそれを禁止す吾 (E町 1Grey's draft d田 patch. A' in CQ 54/240; 





い政府の機能なのである」但arlGrey's letter to Treasury: CQ 54/248， 5/6/1848; 
植民地幣制の包己主について(下〕 (11) 11 









この Greyの主張は当時 Treasuryの副議長であった CharlesTrevelyan 
の賛意を得て)Treasury内部で討議されたが (CO54/240: Trevelyan to "Grey ~ 
9/3/1848; Gunasekera，品必， p. 32より)， Treasury 側の公式見解は 3カ月後
に出されるとし寸慎重な扱いであったことは既述の通りである (Treasury com 





をなくしており IあきらめたわけではなU、J (Grey to T四四lyan，30/6/'848; 
Gunaseker丸山d.，p. 32より)と言いながらも， もはや2度とこの問題に触れな
〈なった。しかl. その30年後の1884年に， the Oriental Bank Corporation 
(the Oriental Bankが theBank of Ceylon を吸収して1851年に名称変更
6) 当時植民地銀行は収穫予定の産幼を担保に融資するとL、う悪弊があった。この種の融資は当時
“Block Debt"という名で有名だった，銀行伺J産の主要原因はこれであ勺たの 1843年10月21日






































植民地幣制の包帯について〔下) (13) 13 
る Charterの認可条件について Treasury と theBoard of Trade 聞でし、
くつかの合意が積み重ねられていた。 この Charter については， 1826年の




が事実上 Charter 論議の対象となっていたものである 8)0 1831年に大蔵大匡














Charterの付与をめぐるもののみになコてしまった CRemarksan the Formation and 
Working o.f Banks caι'ed Joint Stock. 1826; Baster， opαt.， p.20より〉。
9) この両者の合意がその読の植民地銀行規制j条項の起点となっている点については， Chalmers，ot. 






券発行は絶対に駄目だと主張する theBoard of Tradeに対して，かえってそれは金融混乱を
激化すると反論したのが Treasuryであうたロこの見解をすっきりと一致させた文書をつく札




総督の周知事項でもなかったうえに，単に TreasuryとtheBoard 01 Trade 
との聞でケース・パイ・ケースでつ〈り出された合意事項のみが黙々と集積さ
れていたにすぎなかったことから，現場での衝突はもとより， Treasury， the 




Board 01 Trade当局との間で見受けられる 「規制条項の誤解を避け畠ため
に， Treasuryの諸侯が theBoard 01 Tradeの諸侯の同意を得て，諸規制
条項の概要を作成し，それを成文化したものを，各植民地に送付して，総督お
よび行政機関への情報と指針に資するよう取り計らわれることを私は要請しま
すJ (Colonial OBice to Treasury， 7/1/1839， Pub1ic Record Ofi.ce， T. 1， 3473; Bas 
ter， op. cit.， 1929， p.33より)。
この要請を受けて両省の協力のもとに成文化されたものが. Regula tions 
and Conditions for the Observance of which Provision should be made 
in Charters or Le写islativeEnactments relating to the Incorporation of 
Banking Companies in the Colonies， 1840， である'"。 この成文化にあた
って， the Board of Trade側がと〈に「単なる株式発行の利得のみを得ょう
とする，いわゆる泡沫会社的銀行の設立についてチェックするよとJ(Letter of 





10) 圭士は Chalme四，ot 日t.，p. 429-31 に収揖ぎれている.
植民地幣制白起点について〔下) (15) 15 
あることを要する〉は thel30ard of Tradeの強い要請によって Treasury
の原案に附加されたものである。銀行券発行に関する上記4つの条件はそのま






ting the Incorporation of Banking Companies in the Colon児島 1846)11)。周知のよう


























































Listに記載されている Regulations01 1846には「流通銀行券総額の常に 3
分の l相当額の正貨が維持されねばならない」という追加条項が第16項の末尾












であるが， ジャマイカ (1822年)，プリンス・ L ドワード島 (1825年)の柿めて
12) 後進地域への進出は一般に銀行業にとっては極めて危険であること，しかし厳格すぎるほどり
営業規制によって，規制を受けない銀行か経験した栄枯盛衰とは拙睡でありえた.という指摘を
した白はケインズであった。ケインズ.前掲書.147， 149， 153. 172， 176ペー ジ，重参照.






には，本国の強力な命令にもかかわらず， おそらく， 1825年の Mz"nuteの失
敗が明白になったことによって，政府紙幣はしぶとく流通し続けていた。たと
















13) インドのエ~/ェンシイ ハウスである RpirLlrving & coがそー リ、ノャスに開設した支詰
が事実上の最初の銀行である CMauritiusBank. 1831年開設〕。しかし，この銀行は Charterは
おろか植民出政府の規制も受けていなかった。 2番目に開設されたのが theMauritェusCOIn 
mer'cial Bank (1839年〕で，奴隷解放資金目当てに設立されたものである。この銀行は Royal
Charterこそ受けなかったが腫行規古血徒"1(0)適用を受けてレた。Baster，op. cit.， p. 77，参照。
1825-1847年まではこの銀行が紙幣発行を独占していたのである。
植民地幣制の起点について〔下〉 (19) 19 
幣の廃止を不可能と認識して以来，政府は. 1864年に紙幣の条件をより厳しく
する措置をとっている。 (1)常時発行額の 2分の 1の正貨準備を保有しておくこ


















14) 1849年(J) Ordinance No. 9に基いてGovermnentCurrency Boardが設立され. 10 Rs.， 
5Rsの小額紙幣が発行されている J ところがこの紙幣ほ法貨性を与えられたが これまでの慣
習的な 2s=1 rupeeではなし 1s.10d. (当時のインドの mteと同一〕と定められたために，
混乱が生じ〔内在価値はともか<. 2s=1 rupee 0)方が置利だった)， ルピ持貨の方が法貨性
を与えられた紙幣にそぐわず，流通から姿を消してしまった。そこで1861年の Ordina皿モ No.7
でこのルピ紙幣は凶収され，新たに Sterlingnot掛かi発行されたのである。その後1864年の
Ordinance No. 10で本文に示されている条件が設定された。発行種類は 11 と10s. (これら
は銀党換)， 51. (金尭換〉に限定したが， 1865-9年に貿易決済用申金が必要になったときに 5
l紙幣の免換要求が殺到して 時は危機を迎えたが，銀行が金融危機に備えてこの日紙幣を究
極の準備にもって〈れるようになったため， 大きな破綻もな〈政府紙幣は機能しえたという。
Chalrners， ot. cit.， p.3岨，参照包
20 (20) 第 121巻第1.2号
部での循環を図るといった限定された視点ではな<，必要通貨の供給と回収の
弾力的なシステムそのものをどう構築するかという新しい，そしてより広い視
点から見直すという作業を必然的なものにしなければならなかったL.， 金属
鋳貨の代用貨幣という側面F らしか紙幣を見ないことに対する硬直的幣制のも
つ意味を洗い直さねばならなかったのである。それはまた， 1825年の Mz"nute
当時には存在していなかったが，今中巨大な組織に成長しつつあった植民地銀
行を政府紙幣発行システムの中にいかに有機的に介在させるかという課題を提
供することであった。しかも， ときすでに銀下落が深刻な問題をびきおこして
いた時期でもあった。世界巾場主舞台に循環するようになーった本国資本の活動
の円滑化を保証すること，植民地の通貨不足を解消することを，どのように結
びつけて植民地の幣制を整備すればよいのか。余りにも多く，余りにも困難で
巨大な難問がイギリス資本の前に山積していたのである。
しかし，吸着した資本との相互作用から急激な変化の渦中に巻き込まれた現
地経済がどのような形で変容し，吸着した資本がどの程度の力量をつけ，どの
ように進行する変化に対応すれば，イギリスの資本主義は世界市場を包摂でき
るのか，支配 従属という表面の簡明な政治過程の内部で発酵していたイギリ
ス資本と土着経済の角逐の具体的内容とその論理とは何だったのか，われわれ
は舞台を次第に現代に慎重に引き寄せながら.資本による包摂の論理把握を詰
めて行かねばならない。鋳貨の問題，スターリング手形の問題，植民地銀行の
問題，紙幣発行システムの問題という植民地の幣制に関する基本的4要素が，
局面の進行と深まりの中でどう反応して，有機的結合が生み出きれてきたのか，
具体的には依然としてこの視角からの接近を必要とするのである。
一(完〉ー
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